
ぷらすメンバーから広く意見を聴くための工夫や、こども・若者のみなさんにとってわかりやすい情報発信など
について、運営事務局であるこども家庭庁の職員などと一緒に取り組んでいただく方です。

＜募集期間＞
３月２４日（金）～５月１２日（金）

＜応募者数＞
１１９人（ぷらすメンバーから募集）

＜選考方法＞
４００字～８００字の作文及び面接による選考

＜選考結果＞
計２１人
年齢別：中学生６人、高校生８人、大学生・社会人７

人
男女比：男性８人、女性１３人
地域別：北海道・東北：１人、関東６人、中部５人、

近畿４人、中国・四国：３人、九州：２人

次の①～③の班に分かれて、取組を進めています。具体的
なことは、ぽんぱーと一緒に考えて進めています。

＜取組の例＞

① 運営班
「こども若者★いけんぷらす」の活動内容を一緒に考
えたり、意見を聴くの場の運営などを一緒に行います。

② 企画班
「こども若者★いけんぷらす」では、大人が決めた
テーマだけでなく、ぷらすメンバーにとって重要な
テーマ、関心のあるテーマについても話し合います。
そのテーマ決めから 意見のまとめまでを一緒に行い
ます。

③ 広報班
「こども若者★いけんぷらす」の取組の内容や活動の
結果などを、ぷらすメンバー以外の多くのこどもや若
者のみなさんにも知ってもらうためのアイディアや、
活動を広める工夫を一緒に考えます。

募集や選考の結果

役割

具体的な取組の内容

こども若者★いけんぷらす みんなのパートナーぽんぱーについて

「みんなのパートナーぽんぱー」の由来

『みんなのパートナー』はこども達と対等な関係
で寄り添う存在であることを示す言葉、『ぽん
ぱー』はポンプのように意見をくみ上げていく役
割をイメージさせる言葉として、ぽんぱーが考え
たものです。
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資料２



みんなのパートナーぽんぱー
からの報告
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・6/18（日） 第１回 合同ミーティング

こども家庭庁のこどもまんなかひろばで、対面とオンラインのハイブリットで実施し、小倉大臣にも参
加いただきました。小倉大臣との対話では、「こども若者★いけんぷらす」を通じて目指したい社会や、
今後の活動について熱い思いをシェアしました。

第１回合同ミーティングでは活動班の決定をし、各班で顔合わせ・自己紹介などをしました。

こども若者★いけんぷらす みんなのパートナー ぽんぱーについて

3

我々大人が本当にこども達の意見をきちんと聞いてこなかった。き
ちんと聞いたうえで自分たちの政策に反映をしてこれたか。そういう
意味では、こども家庭庁は、これから本当に真面目に、そして真剣に、
こどもたちの意見を聴こうと思っています。
さらに、単に聴くだけでなく、一緒に何を考えたらいいか、まさにぽ

んぱーのみなさま方が中心になってくれると思いますが、何をこれか
ら議論して、どう世の中を変えたらいいのか、みなさんと一緒に考え
たいと思っています。単に意見を聴くだけではなくて、きちんとフィー
ドバックをしたいという風に思っております。

これまでの活動（発足期）

・6/13（火） プレミーティング

オンラインで、顔合わせと自己紹介をしました。また、仮称になっていたチーム名の正式名称をメン

バーで考え、「みんなのパートナー ぽんぱー」という名称に決まりました。

（当日の様子）（小倉大臣発言（抜粋））



こども若者★いけんぷらす みんなのパートナー ぽんぱーについて
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これまでの活動（７月～）

・7月18日（火）第２回 合同ミーティング

・９月２１日（火）第３回 合同ミーティング

2週間に1回程度各班で班ミーティングを行ったうえ、２カ月に１回合同ミーティングを
行っています。

・10/９（月・祝） 加藤大臣との意見交換会

こども家庭庁のこどもまんなかひろばで、対面とオンラインのハイブリットで加藤大臣との意見交換
会を実施しました。意見交換会では各班から活動状況を報告し、意見交換を行いました。

こども家庭庁がこどもまんなか社会を目指していくために、まずはこどもの
皆さん、若者の皆さんの目線に立ってということを第一にしてますので、皆さん
方のリアルな声を本当に拾って、受け止めていくというプロセスがすごく大事
だと思ってます。

皆さんが力を合わせて、中核となって本気の役目を果たして頑張ってくだ
さっていることに本当に感謝申し上げますし、私もますますこどもまんなか社
会実現に向けて、前に進めていけるように、皆さんと一緒に汗をかいて頑張っ
ていきたいと思いますので、これからも一緒に頑張りましょう。

（加藤大臣発言（抜粋））

合同ミーティングでは、各班での活動内容について報告・共
有を行い、各班の活動について質疑応答や意見交換を行っ
ています。

活動報告のイメージ

（当日の様子）



ぽんぱー運営班からの活動報告

ニックネーム りょうこ
ピクト
グラム

エルク
しずく
ちゃん

めがみ
あい

ちゃん
ぽん

ちゃん

世代 中学生 高校生 大学生 社会人

・こども若者★いけんぷらすの優先的に行うべきテーマの選定

・2カ月に1回行っているぽんぱー全体会議の司会

・ぽんぱー内でのコミュニケーションツールの検討、ルール決め

・いけんぷらすに関するアイデアや意見

（主な意見やアイディア）

→時期や内容が近いテーマに関しては、できるだけまとめて案内したほうがいい。

→あまりたくさんメールが届くと、保護者を通じて情報を受け取っている小学生などに、案内が届きにくく
なる可能性がある。

⇒受け取る側の負担を考え、案件をなるべくまとめて案内するように改善

・こども若者★いけんぷらす「いけんひろば」に参加し、運営上の課題をこども・若者
目線で発見し、運営班の活動に活かす。

メンバー（７名）

これまでの活動

今後の活動

⇒こども・若者の海に対する意識について、食育について、こども大綱など優先的に行
うべきものとして、こども家庭庁が省庁と調整
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ぽんぱー企画班からの活動報告
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• ぷらすメンバーに対して２回アンケートをとることにしました。

• 理由：・ぽんぱーだけで決めるより、自分の意見が届いていると実感できる
・他のぷらすメンバーの考えを知ると、テーマがイメージしやすくなりそう。
・テーマ案を絞る段階（２回目）なら回答できるぷらすメンバーもいるかも。

ぷらすメンバーが関わって選ぶテーマのいけんひろば開催に向けて、
テーマの決め方、スケジュール、募集にあたっての工夫等を検討しました！

これまでに
検討したこと

テーマの
決め方

テーマ案の
募集時期

テーマ案の
募集方法

• １回目：８月２９日（火）～９月１８日（月）（実施済み）

８月下旬の夏休み中からテーマ案を募集すれば学生も回答しやすい。学校で募集
するのも良い。８月から、学校が始まる９月まで募集できたら良い。

• ２回目：10～11月（予定）

• 回答率が上がるような工夫を盛り込みました。
冒頭文が長いと読みたくなくなるので、できる限り短くする
ふりがなについて、1回目にふりがなを付けた場合、2回目以降は省略する
通常のGoogleフォームに加えて、ふりがな付きのやさしい版をつくる
質問がいくつあるか冒頭に記載する など

集まったテーマ
案について

• 回答率が上がるような工夫を盛り込んだ結果、
年代としては、小学生から社会人まで、様々な年代の方から
地域としては、北海道から沖縄まで、様々な地域の方から

応募していただきました！！

メンバー

ニックネーム いちかさん ゆいさん けいすけさん はるさん なみさん ゆりなさん ありーさん つくしさん

世代 中学生 高校生 大学生 社会人



ぽんぱー広報班からの活動報告
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☆これまでの活動☆

メンバー

ニックネーム たつ りおん アネモネ あぞうだ たけひさ やのちゃん

世代 中学生 高校生 大学生 社会人

☆今後の活動☆

❏ いけんぷらすを知ってもらう・ぷらすメンバーを増やすための

広報の検討(対象・ツール・内容等）

【主な利用ツール：X（旧twitter), Instagram】

→ 第1回ミーティング(6/17)について広報

→ いけんひろばのテーマ募集について広報

❏ ぽんぱーのロゴを決定 （主にぽんぱーでの広報や活動報告で使用）

❏ 担当ごとにいけんひろばを取材！

・いけんひろばの実際の様子や感想を発信！

・当日でた意見をまとめた報告資料をわかりやすく発信！

❏ いけんぷらすをより多くのこども・若者に広めていきたい

こどもや若者にも
伝わりやすく！

ぷらすメンバーを
１万人に！



いけんぷらすの仕組み（イメージ）

こどもや若者のみなさんがこども政策に関する
情報を知ることができる（メルマガ、SNS等）

いけんひろば
（意見を伝える場）

みなさんの意見を聴きたい省庁からのテーマ／
こども・若者のみなさんからのテーマ

みんなのパートナー
ぽんぱー

こども・若者の活動や生活の場に
こども家庭庁職員が出向いて意見を聴く
例：児童養護施設、フリースクール、
児童館、子ども食堂

運営事務局

登録

こども・若者

こども家庭庁
委託業者

さまざまな参加方法

アンケート
/投票等

対面
意見交換

オンライン
意見交換

SNS
意見交換

ぷらすメンバー

関係省庁

こども家庭庁や関係府省の大人の会議（審議会など）
の資料にするなどしながら、政策に反映する。

政策への反映
意見

結果
報告

参加

こども・若者のみな
さんが事業の企画や
広報などの運営に参
画する。

・ファシリテーターが、
こどもや若者のみなさん
の意見表明のサポート

・聴いた意見の活用の
プロセスや結果を
こどもや若者のみなさん
にフィードバック

・わかりやすい資料を
使った事前の情報提供

事業への意見・提案テーマの提案

こども若者★いけんぷらす（こども・若者意見反映推進事業）

ファシリ
テーター
サポート

参考
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